


売却の方法 

既存住宅状況調査（インスペクション）

農山漁村地域の空き家に対するニーズ

空き家や空き地を譲渡した場合の税制優遇

（⇒22ページ「●劣化状況」参照） 

① 不動産事業者へ依頼
不動産事業者と媒介契約により仲介を依頼するのが一般的です。また、事業者が
買い取り、リフォーム後に販売する買取再販も多くなっています。事業者によって
価格が異なることも多いので、複数の不動産事業者に査定してもらいましょう。

 （相談先：60ページ「第23条 専門家に頼ろう。」参照）
② かなざわ空き家活用バンクへ登録　　
金沢市が運営する空き家バンクに登録し、買い手を見つける方法もあります。 

被相続人が独りで居住していた一戸建て住宅等で、相続を機に空き家となったもの
（1981年５月以前に建築され、耐震改修をしたもの）を相続後３年以内に売却した
場合は、譲渡所得から最高3,000万円の特別控除が受けられることもあります。
詳細な要件については、税務署に問い合せてみましょう。

インスペクションを受けると、住まいの劣化状況が明らかになり、安心して
購入してもらえます。

近年、農山漁村への移住希望者は増加傾向にあり、売却も考えられます。
30歳代 17.0％(2005年)→32.7％(2015年) 
40歳代 15.9％(2005年)→35.0％(2015年) 

（国土交通省データ）   

将来使う予定がなければ、売却も検討しましょう。 
劣化が進むほど、地域に空き家が増えるほど、売りに
くくなります。
相続した空き家を一定条件下で売却すれば、税制優
遇が受けられることもあります。  

本措置のイメージ

（譲渡価額×5％（※）） （除却費用等）
※所得費が不明の場合、譲渡価額の5％で計算



除却することにより売却できた事例
危険な状態の空き家を所有していたＡさんは、近隣に迷惑を掛けていることか
ら、空き家を除却した。
跡地の売却を希望したが、その土地は建築基準法の接道要件を満たしておら
ず、再建築が不可能なことから、買い手をみつけるのは困難と思われた。
しかし、不動産屋さんが隣接する住宅の居住者であるＢさんに土地の購入を打
診したところ、Ｂさんはちょうど建替えを検討していたため、Ａさんの土地を購
入してくれることになった。

老朽化が進み、買い手がつかない。
所有していても費用がかかるばかり。
そんな場合は解体しましょう。 
特に、耐震性がない空き家は、解体することも空き
家を手放す上での有効な選択肢です。  

解体費用は、構造や築年数、事業者によっても様々ですので、複数業者に
見積もりを依頼するのがよいでしょう。
（参考）解体による固定資産税額の変化
空き家を除却すると、固定資産税の住宅用地特例が解除され、一般的には税額が上が
ります。ただし、除却しなくても、特定空家等に指定され、市町から勧告を受けると、
特例の対象外となり、税額が上がります。
　また、管理等に係る費用や損害が生じた場合の費用なども考えれば、除却により必ず
しも負担が増えるとは限りません。

被相続人が独りで居住していた一戸建て住宅等で、相続を機に空き家と
なったもの（1981年５月以前に建築されたもの）を解体して、相続後３年
以内に売却した場合は、譲渡所得から最高3,000万円の特別控除が受け
られることもあります。詳細な要件については、税務署に問合せてみま
しょう。　　　　　　　　　　　

（48ページ「空き家や空き地を譲渡した場合の税制優遇」参照）  

解体費用の目安 

空き家や空き地を譲渡した場合の税制優遇 


